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森をつくる人々
　その日10月5日は大型で非常に強い台風18号が日本列島の太平洋岸を襲い、各地で大雨を降らせていました。

神奈川県山北町の丘の上では人々が集まり、打ち付ける雨の中でこれから行う植樹作業の説明を聞きました。

「このように植物にとって理想的な天候の中で植樹ができることは大変素晴らしいこと･･･」

植樹指導講演をされる宮脇昭・横浜国立大学名誉教授の声も強風に吹き払われて途切れます。植樹主催者である

株式会社トヤマの遠藤敬介社長も濡れ鼠となって社員と共に苗木を植付けました。この現場には12人の植生工学

士らが準備作業と当日の植樹指導に当たりました。

　この一カ月前の9月10日、中国内モンゴル自治区林西県では中学生等が参加した植樹祭が行われました。日本

からのボランティア18人の中に2人のレナフォ関係者もいました。ここでは10年前から日中協力して草原地帯に

森づくりが実施されてきました。株式会社山田養蜂場が主催し、宮脇先生と藤原一繪・横浜市立大学教授（横浜

国立大学名誉教授）が指導されてきました。雨量が少ないためか植えられた樹木の背丈はそれほど高くなく、ズン

グリムックリですが、いずれの木々もしっかりと大地に根を張って逞しく生長していました。

　海外での事例としてもう一件、7 月 30 日にネパールのカトマンズで山田養蜂場が主催し、宮脇、藤原両先生指

導の植樹祭が行われました。ここにも3人の植生工学士がボランティアで参加しました。

　前述の㈱トヤマでは昨年 12 月に第 1回の植樹祭が行われました。今回の 2 倍の規模で、現場は急斜面でした。

植えた木々の生育状況が気になり現場を訪れて驚きまし

た。まだ10カ月ですが、タブノキ、ウラジロガシなどはみ

ずみずしい葉を茂らせ、ヤマザクラは人の背を凌ぐ高さ

に伸びて、ほとんどの木が活力に溢れていました＝写真。
いくつかの好条件が貢献しているようで、その一つに頻

繁な草抜き作業の実施があったと思います。

　他でも例えば湘南国際村のふるさとの森では社会福

祉法人進和学園が障害者の自立を目指す活動の一つと

して何度も草抜き作業をして下さっています。生まれた

ばかりの赤ん坊に大人の手助けが必要なように、苗木を植えた後の3年間は草抜き作業が必要です。

　草抜き作業という地味な仕事を継続するためには、植え付けに負けないエネルギーが必要です。植樹祭という

楽しい「まつり」が終わってヤレヤレと安心してしまうのでなく、その後3年間草抜き作業という目立たない作業を

実施してゆくことが森づくりには欠かせません。

　しかし、植樹作業に劣らず、草抜き作業もまたやりがいのある作業です。生い茂った草の下で健気に生きる苗木を

見つけ、抜いた草をその木の下においてあげると、「さあこれからグンと伸びるぞ！　ありがとう」と苗木が叫んでく

れます。草抜きの終わった後は陽の光を浴びてたくさんの子共たちが手を振ってくれます。　　（理事長　髙野義武）
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　曇り空の下、午前10時から開会式が行われた =写真㊨㊤。レナフォ
特別顧問で財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）国際生態学センター長
の宮脇昭先生の植樹指導のあと、10ブロックに分かれて同10時 40分こ
ろから植樹を開始し、マルチング作業まで正午ごろに終了した =写真㊨
㊦。午後に前回までの植樹地で草抜き作業を行った。植樹祭後の育樹作
業は初めての試みで参加者は85人。
「植栽から数年の森の姿を見ることができた」との感想も聞かれた。

▼主催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議
▼共催：レナフォ
▼協賛：イオン環境財団、東京海上ミレア、横浜ビール、
　エキスパートアライアンス（株）、NPO法人中川希望塾、
　大川印刷（株）、ダスキンレントオール横須賀ｓ
▼苗木提供：横浜ゴム（株）、三井住友海上（株）、
　（株）サンライフ
▼資材提供：出雲大社相模分祠
▼主な参加者：横須賀市副市長、葉山町副町長、神奈川県議 2人
▼植樹実績：1000 ㎡、22樹種 3000 本
▼主な樹種：タブノキ、シラカシ、アラカシ、ウラジロガシ、スダジイ、モチノキ、ヤブツバキ、ヤマモモ
▼参加者：625 人
▼現地の概要：湘南国際村2丁目の南東に傾斜した緩斜面。幅10㍍、高さ2㍍、長さ100㍍のマウンドを3本、
　2.5 ㍍の間隔を置いて造成。マウンドは砂質土を盛り、現場で刈り取った草をすき込み、腐葉土を混入した。

その後の森林再生活動
第10回レナフォ連携の森・第 9回湘南国際村めぐりの森植樹祭 
（2014 年 5月6日、横須賀市湘南国際村）

　東日本大震災の大津波で被災した仙台空港から阿武隈川河口に至る
海岸沿いで、岩沼市が進める「千年希望の丘」づくりの 3回目の植樹
祭が 2014 年 5月 31日行われ、約 7万本を植えた＝写真㊨㊤㊦。宮
脇昭先生が植樹指導し、細川護煕元首相（森の長城 PJ 理事長）や小泉
進次郎復興大臣政務官をはじめ全国から 7000 人が参加した。

▼主催：岩沼市
▼共催：「いのちを守る森の防潮堤」推進協議会、
　　　：公益財団法人　瓦礫を活かす森の長城プロジェクト
▼その他の主な参加者：岩沼市長、宮城県議ら
▼植樹実績：23,000 ㎡、17樹種 69,915 本
▼主な樹種：タブノキ、シラカシ、アカガシ、スダジイ、ヤマザクラ
▼現地の概要：「千年希望の丘」づくりは、将来の津波・高潮被害で人々
　の命を守るため、約 10㌔の海岸沿いに高さ 10㍍の丘を 15カ所造
　成、「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」を進めて、これらと
　高さ3㍍の防潮堤をつなげる構想。丘の造成には被災地のコンクリー
　トガラや津波堆積土も使われている。1回目の2012年5月に1万本、
　2013 年 6月に 2万本が植えられ、植樹本数は今回で約 10万本となった。
▼植樹祭の行程：午前10時30分から開会式・植樹指導が行われ、植樹作業は11時から約2時間に及んだ。　　
　レナフォは、事務局メンバーのほか植生工学士と特別会員計14人が参加。後片付けまで4日間で延べ38人が技
　術指導・協力作業を実施した。植樹祭当日は、東北大学に留学中の学生約60人の班の植樹指導などを担当した。

千年希望の丘植樹祭（2014 年 5月31日、宮城県岩沼市）
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　近年都市への人口集中が進むネパールでは森林伐採や家畜の過放牧
によって水不足が深刻になりつつある。この植樹事業は、レナフォの
団体会員である山田養蜂場（山田英生社長）が、同国での自然林再生
活動として、宮脇昭、藤原一繪両先生の指導で実施した
=写真㊨㊤㊦。

▼現地の概要：カトマンズの東方約 10㌔、海抜 1500 ㍍にある世界遺
　産・チャングナラヤン寺院（ヒンズー教）裏山の 20～ 40度の急斜面。
▼植樹実績：2,000 ㎡、15樹種 2,036 本
▼主な樹種：照葉樹のインドシイ、タマラニッケイ
▼参加者：現地の学生、同国政府関係者、山田養蜂場社員ら総勢約　
　200 人。レナフォの呼びかけで植生工学士 3人（登坂璋典氏、
　室崎和夫氏、中村邦彦氏）が参加し、技術指導で協力した。

ネパール国チャングナラヤンの自然林再生
（2014 年 7月30日、ネパール・カトマンズ）

　昨年 12月の第 1回植樹祭に次いで 2回目。建築工事中の工場の外
周に幅１㍍から 20㍍のマウンドを築いて 5900 本余りを植えた。当
日は折しも大型で非常に強い台風 18号が近くを通過、強雨の中での
植樹となった＝写真㊨。

▼植樹指導：宮脇昭先生
▼植樹実績：36樹種 5,918 本
▼主な樹種：シラカシ、スダジイ、タブノキ、ヤマザクラ
▼協力・技術指導：レナフォ（5日間で延べ 42人）
▼参加者：従業員と家族ら総勢 380 人

（株）トヤマ平成の森 第2回植樹祭
（2014 年 10 月 5日、神奈川県足柄下郡山北町岸字丸山）

中国・内モンゴル自治区の自然林再生
（2014 年 9 月 8日、同自治区赤峰市林西県）

　大興安嶺山脈の南に位置する同自治区では近年森林破壊が進み、山
辺農地の森林回復を目指す森づくりが、10年前から宮脇昭、藤原一繪
両先生の指導により実施されている。現地はなだらかな丘の中腹で、
1㍍四方、深さ30㌢の掘り込みに5本ずつ植えた。日本からボランティ
ア18人が参加、レナフォとして初めて植生工学士の皆さんに呼びかけ、
登坂璋典氏と　野理事長が参加した =写真㊧。

▼主催：山田養蜂場
▼共催：IGES 国際生態学センター、横浜市立大学
▼植樹実績：2,000 ㎡　6樹種 2,000 本
▼主な樹種：リョウドウナラ、ヤマアンズ、アブラマツ
▼参加者：160 人
▼主な参加者：地元の中学生徒
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第６回ふるさとの森づくり専門家研修
（2014年6月6～8日、湘南国際村センター）

　自然林再生の具体的な手法「ふるさとの森づくり」の専門家「植

生工学士」を養成する第 6 回研修を 6 月 6 日から 2 泊 3 日の日程

で実施しました。講座は、宮脇昭先生の「ふるさとの森づくりの哲学」

= 写真㊨㊤、鈴木邦雄・横浜国立大学長の「日本の植生」、原田洋・
同大名誉教授の「土壌動物による自然性評価」など 11。基盤造成か

ら維持管理技術まで体験する現場実習は雨天決行で履修＝写真㊨㊦。
最終日の修了試験で 10 人が「植生工学士」（ふるさとの森づくりマ

イスター）の資格を取得し、植生工学士登録証（A-4 の証明証）と

植生工学士資格者証（カード）が送られました。植生工学士

資格取得者は 6年間の累計で 99人となりました。

◎次回専門家研修の募集予定
▽日程：2015 年 6月 19日（金）、20日（土）、21日（日）
▽場所：神奈川県湘南国際村センター

▽参加費用：研修費・試験費・宿泊費（通い可）+食費

　会員：69,000 円（直前入会可）　　　非会員：79,000 円　

　レナフォは、国内外で「ふるさとの森づくり」活動で協働する仲間を募集しています。いっしょ
にふるさとの森づくりを進めましょう。申し込みは  http://www.renafo.com/　
　会員には個人会員と団体会員があり、受けられる恩典、年会費などは下記の通りです。

□正会員、賛助会員ともに受けられます
・  自然林の再生による環境保全・防災減災・生物多様性などへの応援行動の情報
・  情報誌「レナフォだより」の配送
・  ホームページの会員専用ページへのアクセス

□正会員のみ受けられます
・  総会での議決権を獲得
・  ふるさとの森づくり専門家研修を割引価格で受講できる

□賛助会員に期待します
・  認定NPO法人取得上の「寄付者」となり、レナフォの認定NPO法人化への支援となる

□年会費
・  個人正会員　　　　6,000　円
・  個人賛助会員　　　3,000　円
・  団体正会員　　　100,000　円
・  団体賛助会員　　  50,000　円

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

会員募集中です会員募集中です会員募集中です

（編集制作　恩田重男）


